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墨田清掃工場の環境方針 

基本理念 

東京二十三区清掃一部事務組合墨田清掃工場

は、循環型ごみ処理システムの下、安全で安定

した施設の運営を通じて、ごみの焼却で発生す

る環境負荷を低減し、熱エネルギーの有効活用

と、地域から地球規模までの環境保全に寄与し

ていきます。 

 

墨田清掃工場長 

基本方針 

墨田清掃工場は次のことに取り組みます。 

1  ごみを適正に焼却処理することにより、ごみの減容化、

無害化に努めるとともに、設備の機能を良好に維持し、環

境に対する負荷の低減と汚染の予防に努めます。 

2  地域住民の皆さんに安心してもらえる安全な清掃工場

を目指し、環境に係る法規制及びその他の要求事項を順守

します。更により厳しい自己規制値を定め汚染の予防に努

めます。 

3  環境目標を設定し、その実行と定期的な見直しを行い、

環境パフォーマンスの向上を含めた環境マネジメントシ

ステムの継続的改善に努めます。 

4  ごみの焼却処理に際して発生する熱エネルギーを有効

に活用し、地域に貢献していきます。 

5  工場の操業に当たっては、電気などの省資源、省エネル

ギーを推進します。 

6  この環境方針は、工場で働く、又は工場のために働くす

べての人に周知するとともに、一般に公開します。 

制定  平成 12 年 9 月 01 日 

 改訂    令和 4 年 4 月 1 日 

 

■ 私たちの取組 

令和 4年度の環境への取組を環境報告書としてまとめました。 

墨田清掃工場は、平成 10年 2 月に本格稼働を開始し、25 年を経

過しました。この間、安全で安定した工場運営を行ってきました。 

令和 4年度においても、1年を通じて墨田区はもとより周辺区の

可燃ごみを受け入れ、適切な焼却処理を行い環境負荷の低減を図

りました。また、焼却で発生する熱を有効利用し、近隣の区民施

設に熱の供給を行ったほか、発電をして工場内の電気を賄うとと

もに、余剰電力の売電も行いました。 

このように可燃ごみの焼却処理を行いながら、環境への取組を

継続するために、環境に関する国際規格 ISO14001 を平成 13 年に

導入し、墨田清掃工場環境方針を掲げ、日々の環境管理活動を行

い、今日に至っています。 

本書は当工場 18 回目の報告書となりますが、私たちの日頃の取

組を地域の皆様にご理解いただけるものと思っております。 

今後も職員一同、地域の皆様とともに環境の改善に努めてまい

ります。ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

   令和 5年 12 月 

   東京二十三区清掃一部事務組合 

   墨田清掃工場長  佐藤 恭教



 

環境負荷低減への取組 

 
■ 墨田清掃工場の環境管理活動 

ISO14001 とは、国際標準化機構（International Organization for Standardization)が定めた EMS（環

境マネジメントシステム）に関する規格です。事業者などは、自ら構築した EMS について、審査登録機関の

審査を受け、この規格に適合していれば、ISO14001 の認証が取得できます。 

墨田清掃工場は、平成 13年 12 月の ISO4001 認証取得以降環境汚染物質の削減、省資源・省エネルギーに

取り組んできました。認証取得から 21 年が経過し、組織に環境管理の考え方が定着したこと、また、これ

まで蓄積したノウハウを活用し、環境管理の効率化及び業務との連携強化を図るため、令和 5 年度に

ISO14001 の認証を返上し、令和 6 年度以降は「いちくみ環境マネジメントシステム（いちくみ EMS）」を運

用します。 

☆ 墨田清掃工場 環境管理活動のあゆみ 

平成 13 年 12 月  ISO14001 認証取得 

平成 16 年 11 月  更新審査完了 

平成 19 年 10 月  更新審査完了 

平成 22 年 10 月  更新審査完了 

平成 25 年 11 月  更新審査完了 

平成 28 年 10 月  更新審査完了 

令和元年 12 月  更新審査完了 

令和 4年 12 月   更新審査完了 

令和 5年 10 月   ISO14001 認証返上 

令和 6年 4月   いちくみ環境マネジメントシステム（いちくみ EMS）運用開始（予定） 

■ 墨田清掃工場の EMS（環境マネジメントシステム） 

墨田清掃工場は EMS に基づき、事業活動に伴う環境への影響を評価し、その中で特に重要なものを「著し

い環境側面」として登録し、それらの改善を優先課題として取り組んでいます。EMS の運用状況は、内部監

査及び審査登録機関による審査を受けるほか、年度末には工場長によるシステム全般の見直しを行います。

これらを毎年行うことで、システムを継続的に改善し、環境負荷の低減に努めています。 
 

☆ 墨田清掃工場 EMS組織（令和 5年 12 月現在） 

EMS 委員会   工場長     

        内部監査員 
        

   環境管理責任者     

  
事務局 

  
公害防止管理者 

  

      

         

 管理係長 技術係長 整備係長   

         

EMS 推進委員会 推進委員 推進委員 推進委員   

         

 係員 係員 係員   

 

・EMS 委員会とは、墨田清掃工場の EMS 全般に関わる審議機関です。 

・EMS 推進委員会とは、EMS 委員会又は環境管理責任者からの下命事項を検討するとともに、各係での

EMS 活動を推進する機関です。推進委員会では、その名のとおり工場の環境活動の推進はもとより、

職員の意識の向上を目的として活動しています。



令和 4年度 環境管理活動の概要と結果 

 

■ 環境目標・実施計画 

評価 ⇒ ❀❀❀：目標達成 ❀❀：目標は達成したが改善の余地あり ❀：目標未達成 

環境目標 実施計画（達成の手段） 4 年度実施結果の概要 4 年度評価 

地域コミュニケーション

の充実 

工場だよりを 2回発行する。 8 月と 3月に工場だよりを発行した。 ❀❀❀ 

オンライン見学の本格実施。 
墨田区内の小学校に対し、オンライン見学を実

施した。 
❀❀❀ 

良好な景観を維持する 
花等の植え付けを行う。 

5 月、6 月、７月、12 月：各所花壇に花を植え

付けた。 ❀❀❀ 
植栽の手入れを行う。 剪定、除草、防虫薬剤散布等を行った。 

安定した発電を行い、原 

単位逆送電力量を 295kWh 

/t以上とする 

発電設備の月例点検及び適切な維持管理を

行う 

単月ベースでは目標値を下回る月もあったが、

年間では目標値を達成した。 
❀❀ 

建築設備使用電力量を平

成14年度から前年度まで

の平均値以下とする 

空調設備の更新または補修を行う。 各所の空調機を更新した。（全 2か所） 

❀❀❀ 
照明器具の省エネルギー型への更新を 1 区

画以上行う。 
灰バンカ内の水銀灯等、既設照明をLED化した。 

    

維持目標 実施計画（達成の手段） 4 年度実施結果の概要 4 年度評価 

焼却灰の水分率を 45 %以

下とする 
灰バンカを適切に管理する。 

灰の品質を適切に管理し、水分量を 45 %以下に

維持した。 
❀❀❀ 

計画外炉停止を年間 240

時間以内とする 

燃焼状況の把握及び対応を行う。 

燃焼状態や運転状況を適切に把握した。 

令和 4年度は、計画外炉停止は無かった。 
❀❀❀ 各設備の日常点検及び定期点検の実施並び

に老朽化等の操業上の変化に対応する整備

を計画的に行う。 

排ガス、排水及び騒音に

ついて法規制値、自己規

制値を順守する 

適切な運転操作及び点検等を行う。 
適切な運転操作及び点検を行い、各規制値を順

守した。 
❀❀❀ 

余熱利用設備の計画外停

止を 1回以下にする 
余熱利用設備の月例点検を実施する。 

余熱利用設備の点検を適切に行い、計画外停止

はなかった。 
❀❀❀ 

 

☆ 実施状況（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

焼却炉内点検の様子  植栽管理の様子 

（花の植え付け） 

 アンモニア漏洩対応訓練の様子 

■ 著しい環境側面 

著しい環境側面 
環境影響又は 

組織への影響 
 著しい環境側面 

環境影響又は 

組織への影響 

排ガスの排出 大気汚染  
設備故障 

（老朽化による影響も考慮） 

炉停止 

汚水処理の停止 

焼却灰の排出 埋立処分場への影響  発電による電気の供給 
資源の節約 

地球温暖化防止 

放流水の排出 
水再生のための 

エネルギー使用等 
 情報の発信 工場の活動への理解 

車両の騒音 生活環境の悪化  廃棄物の受入 
衛生環境の保持 

埋立処分場の延命化 

電気の使用 
資源の枯渇 

地球温暖化 
 外部への熱供給 地球温暖化防止 

植栽による景観の向上 
工場に対して 

好印象を与える 
 焼却熱の回収 

発電 

熱利用 

   
グリーン購入法適合商品の購

入 

資源の節約 

地球温暖化防止 

 

■ 環境負荷の全体概況（年間） 

可燃ごみ 
（12.5 万 t） 

都市ガス 
（20.3 万㎥） 

灯油 
（1.2 kL） 

受電量（焼却炉停止中に購入） 
（3,123MWh） 

薬品類 
 

苛 性 ソーダ （160 t） 
塩 酸 （171 t） 
アンモニア水 （231 t） 
消 石 灰 （770 t） 
など 

上水・工業用水 
（120,002 ㎥） 

雨水利用 
（7,411 ㎥） 

墨 田 清 掃 工 場   年間 275 日稼働 

インプット 

アウトプット 

 

 

 埋立処分 
（12,003 t） 
主灰資源化 

(1,575 t) 
飛灰資源化 

(196 t) 

排水量 
（81,996 ㎥） 

エネルギー起源 CO2排出量（ 1,861 t） 
非エネルギー起源 CO2排出量（67,109 t） 

CO2排出量は、「地球温暖化対策の推進

に関する法律」（第 26 条）の規定に基づき

算定した、一般廃棄物の焼却等により排

出した数値です。 発電量（55,372 MWh） 
売電量（36,580 MWh） 

熱供給 
（2,651GJ） 



環境対策 ～ 全ての項目について基準値を満足しました ～  

 

■ 各種調査結果 

墨田清掃工場では、法基準値を守るだけでなく、より厳しい自己規制値を設定し、徹底して公害防止を図っていま

す。また、より良い管理方法を確立するため、必要に応じて運転方法の見直しを行っています。 
 
☆ 排ガス（※年 6回の平均値）                                             ※R=令和を表す 
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調査結果 自己規制値

 

ごみを焼却して発生したばいじんは、ろ過式

集じん器で除去します。 

 ごみに含まれる窒素分や空気中の窒素は、焼

却により窒素酸化物を生じます。窒素酸化物

は、脱硝設備で分解します。  
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調査結果 自己規制値
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調査結果 自己規制値

 

ごみに含まれる硫黄分は、焼却により硫黄酸

化物を生じます。硫黄酸化物は、ろ過式集じん

器及び洗煙設備で除去します。 

 ごみに含まれる塩素分は、焼却により塩化水

素を生じます。塩化水素は、ろ過式集じん器及

び洗煙設備で除去します。 

 

☆ ダイオキシン類（※排ガスダイオキシン類は年 4回の平均値、排水及び焼却灰ダイオキシン類は年 1回の測定値） 
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調査結果 法規制値

 

 

0.000030 0 0

10 10 10 

0

2

4

6

8

10

12

R2 R3 R4

（10 pg-TEQ/L以下）

排水（pg-TEQ/L）

調査結果 法規制値

 

 

0.0032 0.0022 0.0042

3 3 3 

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5

R2 R3 R4

（3 ng-TEQ/g以下）

焼却灰（ng-TEQ/g）

調査結果 法規制値

 燃焼室中の燃焼ガスの温度を

800 ℃以上に保ち、ダイオキシン

類の発生を抑制します。生じたダ

イオキシン類は排ガス処理設備で

除去します。 

 排ガス処理設備から生じる排水

や灰冷却水にはダイオキシン類が

含まれます。ダイオキシン類は排

水処理工程を経て除去します。 

 焼却灰に含まれるダイオキシン

類濃度は基準値よりも低く、良好

な燃焼状態を維持できています。 

 

  



 

設備概要・焼却量等 ～ 墨田清掃工場はこのような所です ～ 

 

■ 設備の概要 

焼却炉 全連続燃焼式火格子焼却炉 

  焼却量 600 t/日 1 基 

 

ボイラ 過熱器付自然循環式水管ボイラ 

  蒸発量 最大 112.3 t/h 1 基 

   

発電設備 蒸気タービン発電機 

  定格出力 13,000 kW 

汚水処理 2 段凝集沈殿砂ろ過キレート吸着 

   

煙突   約 150 ｍ 

 

ごみバンカ 容量 約 9,820 ㎥ 

 

灰バンカ 容量  約 700 ㎥ 

  

ごみ計量機 

 
ごみは、墨田区、台東区を中心に、

荒川区、江東区、江戸川区、足立区、

葛飾区の一部からも搬入されます。1

日の搬入量は約 520 トンです。 

プラットホーム 

 
プラットホームの出入口には自動ド

アとエアカーテンを設け、臭気の漏れ

を防いでいます。 

ごみクレーン 

 
一度に清掃車約 2 台分(3.5～4 トン)

のごみをつかむことができます。1 時間

に5～6回ごみをつかんで焼却炉に入れ

ます。 

 

工場外観 

 

ごみの焼却で生じた排ガスは排ガス

処理設備で適切に処理した後、煙突か

ら排出します。排ガスの成分は、分析

計により常時監視しているほか、排ガ

ス処理設備の性能を確認するために、

定期的に第三者機関による測定を行っ

ています。 

蒸気タービン発電機 

 
ごみを燃やした熱で蒸気を作り、蒸

気タービンで発電機を回して電気を作

ります。電気は工場で利用するほか、

余剰電力は電気事業者に売却していま

す。 

また、高温水は「すみだスポーツ健

康センター」のプールに送り、水を温

めるために使われています。 

 

焼却炉 

 
ごみの投入速度や、燃焼用空気の

量・温度などを調整しながら安定した

燃焼を維持します。炉内に入ったごみ

は、2 時間程で灰になります。 

焼却炉内部 

 
ごみは 800 ℃以上の高温で安定焼却

することで、ダイオキシン類の発生を

抑制します。 

脱硝反応塔 

 

内部に触媒が充填されています。排

ガス中に含まれる窒素酸化物やダイオ

キシン類を触媒の働きで分解します。



 

エココミュニケーション ～ 開かれた工場運営を目指して ～ 

 

■ 自由に見学ができます 

当工場は、東京二十三区清掃一部事務組合（以下「清掃一組」と

いう。）の工場の中で、唯一、自由に見学のできる工場です。 

時間帯は、9:00～15:30（日曜日を除く）（最終入場 15:00 ）です。 

なお、団体見学（10 名以上）を希望される方は、工場（電話番号

は本頁下段）まで連絡のうえ、ご予約をお願いします（年 2 回の焼

却炉点検・補修期間その他見学に影響を及ぼす作業期間中は安全を

考慮し見学を中止しています）。 

※見学の最新の情報につきましては、清掃一組ホームページ 

https://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/index.html 

をご覧ください。 

 

 

 

■ 排ガス状況監視盤 

排ガス中の硫黄酸化物、窒素酸化物、塩化水素の計測データを正門

右側の電光表示板で表示しています。 

■ 環境情報コーナー 

2 階見学者説明通路の奥の環境情報コーナーには、工場の環境に係

る活動状況の掲示物や、資料を備えています。 

■ 運営協議会の開催 

年 1 回、地域住民の代表、墨田区及び清掃一組の職員により構成

される「墨田清掃工場運営協議会」を開催し、工場の操業状況や環

境調査結果などを報告しています。 

■ 工場だより 

年 2回、工場の操業状況等を掲載し、発行しています。詳しくは、

墨田清掃工場のホームページをご覧ください。 

 

 

排ガス状況監視盤 

 

環境情報コーナー  見学者説明室 

  

■ 案内図 

すみだスポーツ
健康センター

ゴルフクラブ
イースタン
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関東マツダ

八広２
交差点

バス停
東墨田一丁目

郵便局

ファミリーマート

墨田清掃工場
Sumida Incineration Plant

 

□ JR｢平井駅｣北口より都バス 

｢東墨田一丁目｣下車徒歩 2 分 

□ 京成押上線｢京成曳舟駅｣より徒歩 20 分 

□ 東武亀戸線｢小村井駅｣より徒歩 15 分 

－ 本報告書に関するご意見・ご要望は、 

下記、連絡先までお寄せください － 
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